
わ い化 りん ご 目 の 雑 革 防 除 体系 ( 運 輸 )

( 国 試  果 樹 部 )

1 . 背 景 とね ら い

う い | ヒリん ご国 の 推 革 防 除 体 系 は 、 昭 和 6 0 年 度 に 普 及 に 移 した が 、 その 体 系 t ま吸 収 移

行 型 除革 剤 を 主 体 と し た も の で 、 こ れ まで
一 般 的 に使用 さ れ て き た 接 触 型 除 草 剤 t よ、同 型

の 代表的 な パ ラ コ ー ト剤 が 、販 売 お よび 使 用 上 の 制 約 を 強 く受 け て い た ため 、 そ の 使 用 体

系 t よ組 ん で い な か つた 。

その後 、新 た に接 触 型 除 車剤 ま た は これ に類 似 した使 い方 の 除 革 剤 が い くつ か 登 録 され

た の で、 今 回 、 そ の 使 用 体 系 を追 補 し、 ま た 、 新 しい除 草 剤 及び 適 用 拡 大 と な つ た 除 車 剤

の 使 用方 法 を 併 せ て 参 考 に 供す る。

2 . 技 術 の内 容

1 ) 従 来 の 散 布 体 系‐t こ4 の 体 系 を追 加 し 、 ま た 、 各 体 系 の 吸 収 移 行 型 ( ほ 濃 度 ) を 吸 収 レ 1 予

型 ( ほ温 度 ま た は高 減 慶 少 量 ) に 改 め る。

優 先 車 種  体 系 1 回 目 2回 目 3 回 目

弱 雑 革    4    吸 収 移 行 型 ( ほ 濃    吸 収 移 行 型 ( ほ 濃    吸 収 移 行 型 くほ 濃

度 ま た は 高 濃 度 少    度 ま た は 高 濃 度 少    度 ま た は 高 濃 度 少

量 ま た は 接 触 型     量 ま た は 接 触 型     量 ま た は 接 触 型

4 の 体 系 で 2 回 目 以 降 に 強 鮭 革 が 増 え た 場 合 は 、 吸 収 移 行 型 ( 商 温 度 ) を 散 布 す る 。

2 ) わ い化 り ん ご に 使 用 で き る除 革 剤 、 散 布 方 法 等 を
一 部 変 更 す る 。

( 1 ) 追 加  茎 棄 吸 収 移 行 型    ダ リホト ト液 剤 高 温 度 少 量 散 布 ( 2 5 0 市1 / 2 5 1 : 1 0 0 倍)
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3 ) 吸 収 移 行 型 除 革 剤 の 高 温 度 少 量 散 布 は 、 低 濃 度 と同 様 に 弱 牲 草 を 対 象 に 散 布 す る 。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

1 ) 除 草 剤 を 散 布 す る 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 専 用 噴 回 、 散 布 器 具 を 使 用 す る 。 4 寺に メ リホけ 卜剤

高 温 度 少 量 散 布 の 場 合 は 、 少 量 専 用 ノ ズ ル を 用 い るの で 、 間 違 え な い よ う注 意 す る 。

2 ) 弱 雑 革 に 対 し て , 刊 なト ト剤 を 使 用 す る 際 、 尊 重 が 多 い 場 合 は 低 濃 度 散 布 、 少 な い 場 合 は

高 濃 度 少 量 散 布 が よ い 。

3 ) デ " ッ ト・A °ラ] ―卜剤 は 、 従 来 の A °ラ] キ 剤 と 同 様 、 購 入 の 規 制 や 安 全 使 用 上 の 規 制 が あ る の

で 注 意 す る 。

4 ) ず 7 カス剤 は 、 接 触 型 の 作 用 が 主 で あ る が 、 吸 収 移 行 型 の 作 用 も 含 ん で お り、 特 にクu " サ1 卓
‐

に 効 果 が 高 い 。

4 . 参 考 資 料
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